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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
１

８
回

 

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
・・ ・・
平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
のの のの
巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備
作
業

作
業

作
業

作
業
    
 

 
◇

実
施

日
；

２
０

１
７

年
０

３
月

１
２

日
(日

) 
 

晴
 

 
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

橋
本

 
梓

、
児

嶋
道

夫
、

濱
野

兼
吉

、
榎

本
康

夫
、

 

梶
野

照
雄

、
青

木
宏

充
(１

泊
２

日
)。

 
 

 
 

 
 

 
 

７
名

。
 

 
 

 
 

 
 

 
    

    前
日

に
持

経
宿

に
宿

泊
予

定
だ

っ
た

青
木

さ
ん

か
ら

「
ゲ

ー
ト

か
ら

２
．

５
㎞

付
近

に
大

き
な

落
石

が
あ

り
１

人
で

は
動

か
せ

ず
、

持
経

小
屋

ま
で

行

け
ず

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
戻

っ
た

、
道

具
持

参
」

の
連

絡
が

あ
り

、
バ

ー

ル
や

ス
コ

ッ
プ

を
用

意
し

て
出

発
。

 

午
前

８
時

過
ぎ

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
到

着
。

青
木

さ
ん

と
榎

本
さ

ん
と

３
人

で
新

宮
組

の
到

着
を

待
っ

た
。

４
名

乗
車

の
川

島
車

が
８

時
半

に
到

着

後
、

川
島

車
と

青
木

車
に

分
乗

し
て

持
経

宿
へ

向
か

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

池
郷

林
道

落
石

除
去

作
業
 

 

林
道

ゲ
ー

ト
迄

は
、

前
日

に
青

木
さ

ん
が

大
き

な
落

石
を

除
去

し
て

く
れ

て
い

た
の

で
、

い
つ

も
と

同
じ

よ
う

に
進

め
た

が
、

ゲ
ー

ト
を

過
ぎ

る
と

山

側
か

ら
崩

れ
落

ち
て

い
る

落
石

箇
所

が
次

々
と

現
れ

、
除

去
し

な
が

ら
進

む
。
 

前
日

に
青

木
さ

ん
が

引
き

返
し

た
地

点
で

、
バ

ー
ル

を
使

っ
て

氷
結

し
て

い
る

石
を

動
か

し
た

が
、

後
続

の
川

島
車

が
現

れ
な

い
「

パ
ン

ク
じ

ゃ
な

い

か
？

」
と

話
し

て
い

た
ら

案
の

定
、

右
後

輪
が

緊
急

タ
イ

ヤ
に

変
わ

っ
た

川

島
車

が
合

流
。

こ
か

ら
７

名
で

落
石

除
去

が
始

ま
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

緊
急

用
タ

イ
ヤ

で
 

 
持

経
宿

三
叉

路
ま

で
作

業
は

続
く

 
 

持
経

宿
の

水
場
 

 持
経

宿
ま

で
に

落
石

除
去

し
た

箇
所

は
２

０
カ

所
ほ

ど
、

池
原

か
ら

持
経

宿
ま

で
２

時
間

か
か

っ
た

。
 

持
経

宿
到

着
後

、
内

側
に

鍵
の

無
か

っ
た

ト
イ

レ
の

ド
ア

に
掛

け
金

を
取

付
け

。
川

島
さ

ん
達

は
、

雨
水

槽
に

栓
を

し
て

貯
水

及
び

正
月

飾
り

撤
収

と

程
な

く
彼

岸
を

迎
え

る
た

め
不

動
堂

の
お

供
え

替
え

を
し

て
平

治
宿

へ
。

 

青
木

さ
ん

は
、

水
場

の
整

備
に

。
（

水
場

ま
で

の
林

道
も

落
石

が
多

く
て

、

除
去

し
な

が
ら

２
０

分
か

か
っ

た
そ

う
だ

）
 

掛
け

金
の

取
付

け
を

終
え

て
平

治
宿

へ
向

か
っ

た
。

途
中

千
年

檜
祠

で
お

供
え

物
を

交
換

し
、

そ
の

南
の

ピ
ー

ク
で

先
行

の
５

名
に

追
い

つ
い

た
。

 

中
又

尾
根

分
岐

手
前

の
ピ

ー
ク

の
登

り
で

、
腐

朽
倒

木
を

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

処
理

し
、

１
２

時
過

ぎ
に

平
治

宿
に

到
着

。
 

す
ぐ

に
昼

食
に

す
る

。
残

存
の

ポ
リ

タ
ン

の
水

は
全

て
氷

っ
て

い
る

、
持

参
の

お
湯

を
沸

か
し

カ
ッ

プ
ラ

ー
メ

ン
・

コ
ー

ヒ
ー

を
い

れ
る

。
日

陰
に

残
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雪
あ

る
も

、
風

も
な

く
日
差

し
も

あ
っ

て
屋
外

で
も
寒

さ
は
感

じ
な

い
。

 

 
 

 
 

 
 

 

ド
ア

内
側

に
掛

け
金

 
 

 
腐

朽
倒

木
を

切
除

 
 

 
 

 
 

小
屋

前
で

昼
食

中
 

昼
食

を
早

々
に

終
え

、
榎

本
・
梶
野

は
水

場
確
認

に
降

り
る

。
 

水
場

ま
で
降

り
て
ビ

ッ
ク

リ
、
前
面

氷
結

し
て

い
る

。
氷

の
厚

さ
は
６
㎝

、
 

沢
の
上
部

ま
で
凍

っ
て

い
る

の
で

、
常

に
水

流
が

あ
っ

た
こ

と
が

う
か

が
え

る
。

貯
水

槽
を
覆

っ
て

い
る

氷
の
端

を
石

で
割

り
、

水
汲
み

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

 

 
 

 
 

 

氷
結

し
た

平
治

宿
の

水
場
 

川
島

・
濱
野
氏

は
雨

水
槽
設
置

、
橋

本
氏

は
玄
関
ボ

ー
チ
柱

の
防

腐
剤
塗

布
、
児
嶋
氏

は
ス

ト
ー
ブ

内
筒
周

り
の

パ
ー

ラ
イ

ト
断
熱
材

を
一
旦

出
し

て

耐
火
セ

メ
ン

ト
と
練

り
、
断
熱
耐
火
セ

メ
ン

ト
詰

め
作
業

に
分

か
れ

て
作
業

を
す

る
。

平
治

小
屋

に
戻

る
と

、
ト

イ
レ

の
雨

水
槽

ド
ラ
ム
缶

は
元
通

り
に

置
か

れ
、

ス
ト

ー
ブ

が
表

に
出

さ
れ

て
、
断
熱
材

の
交

換
作
業

が
行

わ
れ

て

い
た

。
ま

た
、
屋
外
柱

の
腐

食
防
止

の
た

め
防

腐
剤

の
塗
布

を
さ

れ
て

い
た

。

 
 

 
 

 

ド
ラ

ム
缶

も
元

通
り

に
 

ス
ト

ー
ブ

断
熱

材
の

入
れ

替
え

 
 

木
材

防
腐

剤
の

塗
布

    
 
 

 
 

 
 

 
 

    

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

で
薪

作
り

 
 

 
平

治
宿

班
 

 
 

 
 

 
 

ま
だ

白
い

釈
迦

ケ
岳
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チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

で
集

め
ら

れ
て

い
た

小
径

木
を
切
断

し
て
薪
作

り
を

す
る

。
 

ス
ト

ー
ブ

の
補
修

が
終

っ
て

、
小

屋
内

に
戻

さ
れ

た
ス

ト
ー
ブ

に
氷

結
防

止
を
兼
ね

て
試

し
炊

き
し

、
正

月
飾

り
の

撤
収

と
ゴ
ミ

を
片

付
け

て
作
業

が

終
了

し
、

１
３

時
４

０
分

持
経

宿
に

向
け

て
出

発
。

 

途
中

、
中

又
尾

根
分

岐
を

過
ぎ

た
地

点
で
一

カ
所

だ
け
視
界

が
開

け
た

場

所
が

あ
り

、
白

く
な

っ
た
釈
迦
ケ
岳

、
孔
雀
岳

、
仏
生
嶽

が
良

く
見
渡

せ
た

。
 

振
り

返
る

と
梢
越

に
、
転
法

輪
岳
北
面

に
も

残
雪

が
所

々
残

っ
て

い
る

。
 

千
年

檜
祠

で
勤

行
、

持
経

宿
ま

で
の

間
の

道
に
飛

び
出

し
て

い
た

ア
セ
ビ

な
ど

の
小
枝

が
刈

り
払

わ
れ

て
、

林
道

へ
降

り
る
階
段
部

分
も

き
れ

い
に
掘

り
出

さ
れ

て
い

た
。

 

午
後

２
時

４
０

分
に

持
経

宿
到

着
。
聞

け
ば

青
木

さ
ん

が
千

年
檜

ま
で

を

整
備

し
て

く
れ

た
よ

う
で

、
普
段

や
ら

な
い
作
業

で
、

手
に
マ

メ
が

で
き

た

そ
う

だ
。

 

ト
イ

レ
に
便
座
シ

ー
ト

を
付

け
、

不
動

堂
で
勤

行
。

 

コ
ジ
マ

カ
フ

ェ
が
開
店

、
榎

本
氏
等

の
菓
子

の
差

し
入

れ
が

あ
り

小
休
止

後
、

持
経

宿
を

後
に

し
た

。
 

 
 

便
座

シ
ー

ト
の

取
付

け
 

 
本

日
の

参
加

者
 

 川
島

車
は

緊
急

タ
イ

ヤ
の

た
め

先
行

し
て

も
ら

う
が

、
朝

、
除

去
し

た
は

ず

の
落

石
が
数

か
所

で
見

ら
れ

、
何

カ
所

か
で

車
を
降

り
て

除
去

し
、
何

と
か

無
事

に
池

原
に

到
着

し
た

。
 

尚
、
持

経
宿
・
平

治
宿

に
は

、
コ

ー
ヒ

ー
瓶

４
本
(
も

は
ら

ク
リ
ニ

ッ
ク
寄
贈
)

と
ガ

ス
カ

ー
ト

リ
ッ
ジ
(
３

本
)
を
補
充

し
た

。
 

    

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

8
:
1
0
池

原
8
:
4
0
→
1
0
:
4
0
持

経
宿
1
1
:
0
0
→
1
2
:
0
5
平

治
宿
1
3
:
4
0
→
1
4
:
4
0
持

経
宿
1
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ス

ポ
ー

ツ
公
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1
6
:
0
0
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散
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記
；
梶
野
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